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残
暑
厳
し
い
８
月
28
日
、
伴
谷
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
に
よ
り
、
伴
谷
公
民
館
周
辺
の
草
刈
り
作
業
や
樹
木
の

剪
定
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
か
ら
は
７
月
に
オ
ー
プ
ン
に
な
っ
た
水
口
交
流
セ
ン

タ
ー
と
拡
張
さ
れ
た
駐
車
場
で
作
業
面
積
が
３
倍
近
く
に
な

り
ま
し
た
。「
新
し
い
施

設
が
大
切
に
い
つ
ま
で

も
美
し
く
保
た
れ
る
よ

う
に
」と
あ
ふ
れ
る
汗
を

ぬ
ぐ
い
な
が
ら
の
作
業

で
し
た
が
、
作
業
経
験

豊
か
な
皆
さ
ん
方
の
お

か
げ
で
セ
ン
タ
ー
周
辺

は
す
っ
か
り
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
。

手
作
り
の
夏
祭
り
で
ひ
と
な
つ
の
想
い
出

●
鮎
河
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
楽
し
い
夏
の
思
い
出
に
な
れ
ば
と
、
こ
の
ほ
ど
鮎
河
小
学

校
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の「
あ
ゆ
っ
子
の
ゆ
か
い
な
夏
祭
り
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
児
童
、
保
護
者
、
先
生
が
一
体
と
な
っ
た
手
作
り
の
夏
祭

り
で
、
出
来
た
ば
か
り
の
大
河
原
温
泉
の
入
浴
に
始
ま
り
、

み
ん
な
で
食
べ
た
流
し
そ
う
め
ん
、
締
め
く
く
り
は
猛
暑
の

夏
も
忘
れ
る
く
ら
い
怖
か
っ
た
肝
だ
め
し
と
楽
し
い
夏
の
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
流
し
そ
う
め

ん
は
特
に
盛
り
上
が
り
、

お
父
さ
ん
達
の
共
同
製
作

の
竹
の
そ
う
め
ん
台
と
児

童
自
ら
が
作
っ
た
竹
箸
と

何
も
か
も
が
手
作
り
だ
っ

た
の
で
、
流
れ
て
く
る
そ

う
め
ん
を
取
っ
て
食
べ
る

美
味
し
さ
は
格
別
だ
っ
た

よ
う
で
す
。

歴史ふれあい
スタンプラリー開催中

●油日地域市民センター

　
油
日
自
治
振
興
会
地
域
振
興
部
会
は
、
地
域
が
活
性
化
す
る
た
め
故
郷

の
歴
史
や
観
光
を
見
直
そ
う
と
、
昨
年
に
引
き
続
き「
歴
史
ふ
れ
あ
い
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
油
日
学
区
内
に
は
数
多
く
の
寺
社
が
あ
り
ま
す
が
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
地
域
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
ス
タ
ン
プ
ポ
イ
ン
ト
に
高
間
み
ず
べ
公
園
が
加
わ

り
観
光
に
も
一
役
か
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ス
タ
ン
プ
シ
ー
ト
は
油
日
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
油
日
駅
・
甲
賀
駅

に
も
置
い
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

＊
11
月
30
日（
土
）ま
で
開
催
中

＊
12
か
所
す
べ
て
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
方
に
は
記
念
品
を
進
呈

新学期にむけ
草刈りボランティア
●甲南第三地域市民センター

　
８
月
18
日
の
早
朝
、
宮
地
区
自
治
振
興
会
の
呼
び
か
け
で
甲
南
第
三

小
学
校
敷
地
の
草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
草
刈
り
は
、
２
学
期
と
運
動
会
を
控
え
、
先
生
方
の
日
常
管
理

と
少
な
い
保
護
者
に
よ
る
愛
校
作
業
だ
け
で
は
、
校
庭
や
運
動
場（
特
に

土
手
）の
草
刈
り
等
の
整
備
が
大
変
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
か
ら
、
昨
年
に
引
き
続
き
計
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
当
日
の
作
業
は
約
１
時
間
、
参
加
さ
れ
た
32
名
の
有
志
の
方
々
の
熱

意
と
草
刈
技
術
で
、
学
校
周
辺
が
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

す
っ
か
り
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た

～
伴
谷
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
奉
仕
活
動
～

●
伴
谷
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

▲手作りの流しそうめんを楽しむ鮎河小児童

▲「歴史ふれあいスタンプラリー」
　スタンプシート

▲ボランティアの皆さんによる草刈作業

▲奉仕活動に汗を流す伴谷地域老人クラブの皆さん

【実施期間】
　９月21日（土）～ 30日（月）
　市民一人ひとりが交通ルールとマナーを守り、
交通事故をなくしましょう。

 子どもと高齢者の交通事故防止にむけて
・�夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通
事故防止

・�全ての座席のシートベルトとチャイルドシー
トの正しい着用の徹底

・飲酒運転の根絶

秋の全国交通安全運動
が始まります

平
成
25
年
住
宅・土
地
統
計

調
査
に
ご
協
力
を

　

総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月
１
日
現
在
で
全
国
約

3
5
0
万
世
帯
の
方
々
を
対
象
に
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　
９
月
23
日
以
降
、
調
査
員
が
調
査
世
帯
へ
調
査
票
の

記
入
を
お
願
い
に
伺
っ
た
際
に
は
、
調
査
票
へ
の
ご
記

入
、
ま
た
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
を
お
願
い

し
ま
す
。

※�

調
査
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
情
報
は
、「
統
計
法
」に

よ
っ
て
厳
重
に
保
護
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課　

総
務
統
計
係
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わいわい甲賀楽
が っ

交
こ う

講座受講生募集

◆「わいわい甲賀楽交講座」（7回連続）
　受講生一人ひとりの考えや希望をふまえていく
つかの取り組みテーマを決め、グループに分かれ
てテーマに沿った事業の企画・立案をします。
取り組みテーマの例
・�川をきれいにする取り組みや集落の案内看板を
計画するなど、身近な暮らしの場を楽しく快適
にする取り組み

・�まち歩きワークショップの開催計画をするなど、
まちづくり計画に関わる取り組み

日程/
【第1回】11月12日（火）【第2回】11月25日（月）
【第3回】12月11日（水）【第4回】12月26日（木）
【第5回】   1月16日（木）【第6回】    1月30日（木）
【第7回】   2月13日（木）
時間/各回19時～ 21時
場所/甲賀市市民福祉活動センター（甲南中学校前）
対象/市内在住、在学、在勤の方
定員/先着30名
※�7回全て受講することが望ましいですが、都合によ
り参加できない場合も受講可能です。
費用/2,000円（傷害保険代、お茶・お菓子代）
申込締切/10月18日（金）
申込方法/�電話にて地域コミュニティ推進室までお

申し込みください。

お茶でも飲みながら「まち」について
楽しく学ぶ場です。これまで毎月1回、
土山、水口、甲南、信楽で開催しま
した。

毎回、それぞれの地域の歴史や文化、まちづくり
の取り組みなどについてお話を伺い、参加者の皆
さんで気軽に意見交換を行いました。
※�1回ごとの参加も可能ですので、ぜひご参加ください。
10月26日（土）『鹿深みそ、げんこつあめって?』
11月30日（土）『楽しく無理せず皆で健康づくり』

市内各地で活発に活動している市民
団体の取り組みについて、現場にお
伺いし、観て聞いて学ぶ講座です。7
回連続で、現在開講中です。

　「甲賀まちづくりサロン」と「ぐるぐる甲賀発見講座」の毎
回の様子についてもホームページでご覧いただけます。

　市は、甲賀市を好きになって甲賀市のまちづくりについて学ぶ事業『私もできる♡まちづくりＪＵＫＵ』（略
称：まちじゅく）を今年度から開催しています。
　６月から「甲賀まちづくりサロン」と「ぐるぐる甲賀発見講座」を実施していますが、11月からはこうした学び
を一歩進めた「わいわい甲賀楽交講座」を始めます。

甲賀
まちづくり
サロン

ぐるぐる
甲賀発見
講座

問い合わせ

☎65-0687／ 63-4554
地域コミュニティ推進室

「楽」しく「交」流しながら一緒にまちづくりを学びませんか

▲扇屋伝承文化館を訪れ、地域活性化の拠点づくりについて学ぶ
　（ぐるぐる甲賀発見講座）

※詳しくは市ホームページをご覧ください
　（http://www.city.koka.lg.jp/machijuku/）
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